
爆音で目覚めたその日から
当たり前の日常が消えた

主催 ： 兵庫県弁護士会　共催 ： 日本弁護士連合会、近畿弁護士会連合会
お問い合わせ先 ： 兵庫県弁護士会（憲法問題委員会） ☎078-341-7061（代表）

ーウクライナからきた２２歳と考える・私たちはどうする？ーーウクライナからきた２２歳と考える・私たちはどうする？ー

神戸市中央区橘通1-4-3

参加費
無料

兵庫県弁護士会
イメージキャラクター
ヒマリオン
Since2001

市民学習会 私たちの望む社会のカタチを考えよう!

どなたでもご参加いただけます

JR神戸駅、高速神戸駅、市営地下鉄大倉山駅から徒歩約8分

定員
50名

託児
利用可

オンライン定員
1000名（講演のみ）

会場／兵庫県弁護士会館

2026

12/ 日13
13:00～15:30 開場12:30

僕たちの未来の選択Ⅳ

カイズレル・アントン氏
（ウクライナ戦争避難民・ハルキウ大学大学院修士課程）

講 師

ウクライナの惨状に
心を寄せる若い人

高度に情報化された現代社会は
便利だけどちょっとコワイと
思っている若い人

戦争とか平和とか、なかなか普段は
話せないけど、本当はちょっと話し
てみたいと思っている若い人

未来について意見交換したい人

こんな人

待ってま
す



政治的問題には唯一の正解はありません。あるのは、立場の違いによる選択の違いです。

　① どなたのどのような意見も否定されません。
　② 自分と違う意見にこそ、心を開いて耳を傾けます。
　③ 発言者に拍手を送ります。発言には勇気と決断が必要です。
　④ 質問は、意見の優劣を決するためではなく、相手を深く知るためになされます。

な
る
ほ
ど

カイズレル・アントン氏
2004年ウクライナ（ハルキウ）生まれ。
国立ハルキウ大学を経て、2025年９月に同大学院修士課程（歴史
学専攻）に進学。
ロシアによる全面侵攻での避難生活を経て、2025年10月に避難
民として来日しました。
爆音で目覚めたその日から一転した生活。「スマホの中の国家」と
言われるほど高度にデジタル化された国家機構も敵国に占領され
て・・・。私たちの知らない現代の戦争のリアルについて、お話し頂
きます。

講師プロフィール

プログラム
●開会・趣旨説明
　開会あいさつ、意見交換ルールの共有

●テーブル討論１
　アイスブレイク「爆音で目覚めた朝、何をする？」

●話題提供
　アントンさん（約50分）
　講演のみＺｏｏｍ視聴可能です
　　　　　   （定員1,０００名）▶　

●テーブル討論２
　①感想・講師への質問
　②平和のために私たちにできること

●共有タイム・質疑
　各テーブルからの論点共有、講師への質問

●講師回答・まとめ・閉会
　講師からの講評、閉会あいさつ
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兵庫県弁護士会館

2026年12月13日㊐
13:00～15:30（開場12:30）

JR神戸駅、高速神戸駅、市営地下鉄大倉山駅から徒歩約8分
神戸市中央区橘通1-4-3

50名
オンライン定員 1,000名（講演のみ）

申込方法

申込締切　2026年12月３日（木）
託児利用　2026年11月24日（火）

兵庫県弁護士会ホームページに
掲載の申込フォームまたは二次元
バーコードよりお申込ください。
※兵庫県弁護士会ホームページ
　https://www.hyogoben.or.jp/

参加費 無料

駐車場はございませんので、
お近くのコインパーキング/公共交通機関をご利用ください。

意見交換のルール
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